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近年、エコー機器の性能は飛躍

的に進歩し、エコー所見の知

見も数多く蓄積され、「人体の組織で

エコー評価ができないもののほうが少

ないのでは」と思えるほどになってき

ました。また、身体診察のようにベッ

ドサイドで行うエコー検査である POCUS 

（point-of-care ultrasound）は、世界的にも非常に

注目されてきており、活用の場面が著しく広がっ

ています。特に浅い部位にある構造物の描出性能

の向上は目を見張るものがあり、以前は “ 画像に

映り込んでいるだけ ” と思っていた構造（皮膚や

筋肉、筋膜、腱、関節、神経、肺、横隔膜など）も、

POCUS の主要な対象になってきました。さら

に、ひと昔前は他の画像検査で評価することが多

かった病態も POCUS で評価できますし、熟練

の技で実施されていた各種の穿刺手技や（中心静

脈路以外の）血管確保などの処置も、エコーガイ

ド下で安全かつ成功率高く施行できるようになっ

てきています。POCUS のお陰で格段に診療が

しやすくなる場面が増えており、活用できる状況

を知っておくだけで、診療の幅が広がることは間

違いありません。

　そこで今回の特集では、「エコーを使って診療

する時の思考の幅を広げること」を目的に、今後

のスタンダードにもなりうるような比較的新しい

POCUS の活用について、現場の最前線で

POCUS を活用している先生方にご解説いただき

ました。新しい視点に焦点を当てるため、エコー

の入門書でよく取り上げられる部位や病態の解説

はあえてあまり取り上げず、正常像の

解説についても、見慣れない方が多い

と思われる筋骨格系エコーのみとして

います。加えて、ポケットエコー機も

増えていますので、在宅診療での活用

事例も取り上げました（導入に興味のあ

る方はポケットエコー機の紹介コラム p.995 もご覧く

ださい）。緩和ケアや教育、救急、病棟・集中治

療などの場面に応じた活用も広がっており、本特

集から、POCUS が場所を選ばずに医療の質と

患者安全の改善に役立っていることを実感してい

ただけることと存じます。

　もちろん、技術の修得には実践が最重要な

POCUS ですから、描出よりも考え方に重きを置

いた本特集を読んだだけで、全てを修得できると

いうわけではありません。ですが、まずは本特集

をきっかけに、読者のみなさんが POCUS の可

能性の広がりを実感でき、1 つでも「活用した

い！」と思うものを増やしていただけたら、勝手

ながら私の狙いは達成です。一度でも POCUS

で “ 見える ” 体験をしてしまうと、（『次の一手』の

選択肢だとしても）診療ツールとして手放せなくな

る魅力が POCUS にはあります。その体験のた

めにも、ぜひ臆せずに意識して、現場で ” ちょい

あて ” し続けて、みなさんの診療の幅を広げてい

ただけましたら幸いです。

　今回は取り上げきれなかった POCUS の活用

場面（筋膜、嚥下、眼球、唾液腺、経頭蓋、リハビリな

ど）はまだまだありますので、これからの

POCUS の可能性にもご期待ください！�
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エコーで“見える”これからの診療の可能性
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